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1 章では、真知苑の概要について記述している。歴史を簡単に振り返ったのちに、本稿で中心的に扱う 618 人の霊







































3 章では、まず真知苑の発展の時期を明らかにしている。真如苑は 1970 年代に入って教勢を拡大したといわれて
きたが、信者数の増加だけでなく、霊能相承者数や地方の支部・本部設立などの状況を併せて考えると、 1970 年代
の前半から半ばにかけては停滞に近い低成長期であることがわかった。そしてこれ以前の時期には、入信してから霊






















極端に出現度数が少ない文字列や意味のない文字列を省き、 490 のコードを残し、それらをまとめて 45 のカテゴリ
ーを作った。 45 のカテゴリーの中で出現度数が 50 に満たないものを再度省き、 20 カテゴリーを残して、それらのカ
テゴリー聞の関連をジャッカードの類似性測度を用いて調べた。 r家族」に「感謝J のようによく見られるカテゴリ








この分析から得られた「家族」の重要性、 「教えJ に「おまかせ」とそれらに絡まる「とらわれのない心J や「見
つめ」などのことばに注意することによって、つぎの 5 章のインタピ、ューの解釈が助けられる。














は、 「気づき J の変容過程としてとらえることができることがわかった。
しかしこの分析は、計量的分析であるので、質的データのおもしろさを十分にすくい取ることができない。読んで
わかるおもしろさ、生々しさは数量では表しがたく、むしろこの分析では完全に抜け落ちる。しかしコンヒ。ュータに
よるコーディングでどのことばが拾われなかったかは明確であるので、それらのことばを意識的に用いてライフヒス
トリーを記述していくことができる。計量的テキスト分析で拾い得ない部分を多く含む記述を意識的に書くことによ
って、質的なデータのおもしろさを生かす記述ができる。このようにして、二人の霊能者の信仰史の全体像を把握し、
おもしろさのある記述を行うことができた。
最終章では、宗教社会学における方法論を検討し、本稿で用いられた計量的分析方法の意義を考察した。宗教社会
??
学の唯一ともいえる方法論である内在的理解としづ方法を検討し、その意義は民俗信仰心という理解のモデ、ルを発見
したことにあると結論づけた。そしてこのようなモデルを発見するには、虫敵図の視点と地図の視点を併せた鳥轍図
の視点が必要であることがわかった。鳥轍図の視点を得るために必要な地図の視点は従来の宗教研究では欠けている
視点である。本稿で示した自由回答の計量的な分析と KT2 システムによる質的データのコーディングや等高線図は、
真知苑の霊的世界の全体像を把握することを容易とする。宗教世界の理解のために、とくに全体像の理解のために本
稿で用いた方法は意義があるといえる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、宗教教団の信者が信仰を深めていく過程を理解しようとするものである。
教団の歴史と質問紙による計量的な分析から信仰者を養成する制度の成立過程を明らかにし、信者の社会的ネット
ワークから信者増の要因を検討する。また自由回答データ左インタビュー・データをそれぞれ別の方法で、コンヒロュー
タ・コーディングすることによって、信仰が段階的に深まっていくことを 2 次元的なグラフとして表現し、信仰を理
解できる形として示している。
近年信者を急増させた真知苑の教団研究としてだけでなく、宗教における計量的手法を用いた研究としても、また
宗教に限らず社会学における質的データのコーディング、分析法としても価値のある研究である。
以上により、本論文は博士(人間科学)の学位を授与するに十分に値するものであると判定した。
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